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戦
後
日
本
の
保
育
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
た
幼
稚
園
と
児
童
福
祉
法
に
規

定
さ
れ
た
保
育
所
と
い
う
二
元
体
制
の
も
と
で
発
展
を
遂
げ
、
現
在
で
は
幼
稚
園
と

保
育
所
を
合
わ
せ
た
五
歳
児
の
就
園
率
は
九
五
％
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
幼
稚

園
と
保
育
所
の
普
及
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
偏
り
が
あ
り
、
幼
稚
園
の
就
園
率
の

高
い
沖
縄
県
（
八
二
・
四
％
）、
神
奈
川
県
（
七
二
・
二
％
）、
千
葉
県
（
六
九
・
六
％
）

の
保
育
所
在
籍
率
は
そ
れ
ぞ
れ一
九
・
九
％
、
二
五
・
二
％
、
三
〇
・
六
％
と
低
く
、
他

方
、
幼
稚
園
就
園
率
の
低
い
長
野
県
（
二
二
・
九
％
）、
高
知
県
（
二
六
・
七
％
）、
石

川
県
（
二
七
・
二
％
）
の
保
育
所
在
籍
率
は
七
六
・
五
％
、
七
三
・一
％
、
七
〇
・
二
％

と
高
い
（
二
〇
一
〇
年
、
五
歳
児
）。
こ
う
し
た
幼
稚
園
・
保
育
所
普
及
の
偏
り
は
、

近
年
の
少
子
化
の
進
行
や
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の
影
響
を
受
け
て
、
地
域
に
よ
っ
て

は
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
や
廃
園
、
保
育
所
の
待
機
児
童
の
増
加
と
い
う
事
態
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
都
道
府
県
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及
に
こ
れ
ほ
ど
の
地
域
差
が
生
じ
た

の
か
。
問
い
は
単
純
だ
が
、
こ
れ
に
答
え
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
市
町
村
レ
ベル
で
地

域
の
実
態
に
即
し
て
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及
過
程
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
の
戦
後
保
育
史
の
難
問
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
書
で
あ
り
、
保
育
の
地

域
史
を
丹
念
に
、
実
証
的
に
描
き
出
す
こ
と
を
通
し
て
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及

と
そ
の
地
域
差
の
解
明
に
努
め
て
い
る
。
幼
稚
園
と
保
育
所
の
二
元
体
制
の
見
直
し

と
幼
保
の一
体
化
が
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
本
書
を
手
掛
か
り
に
「
保
育
」

の
戦
後
史
を
た
ど
り
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
地
域
の
実
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

より良い「保育」の機会をもたらすための
保育施設の普及を考察！

推薦の
ことば

2015年
5月刊行

戦後の保育に関する発展過程や課題を、幼稚園（文部省）
保育所（厚生省）の二元体制の中で捉えながら、東京
都（新宿区・渋谷区・日野市）、石川県（七尾市・加賀
市・河北郡津幡町）などの各地域で行われた施策とそ
の地域差に着目し検証した意欲作。
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◦
小
社
は
注
文
制
で
す
。
お
近
く
の
書
店
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
◦
書
店
ご
担
当
各
位
　
小
社
の
書
籍
は
全
て
八
木
書
店
帳
合
い
で
取
次
ぎ
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
保
育
」の
戦
後
史

2015/5

序
　
章

Ⅰ
　
戦
後
日
本
に
お
け
る
幼
稚
園・保
育
所
の
制
度
規
定

第
一
章
　
幼
稚
園
の
義
務
制
を
め
ぐ
る
議
論
と
学
校
教
育
法
上
の
位
置
づ
け

1
　
教
育
刷
新
委
員
会
に
お
け
る
幼
稚
園
義
務
制
の
議
論
／
2
　
幼
稚
園
義
務
制
議
論
の
再
燃
／
3
　
幼
稚
園
関
係
事
項
の
報
告
も
れ

4
　
学
校
教
育
法
の
制
定
と
幼
稚
園
の
位
置
づ
け
／
5
　
幼
稚
園
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
交
付
に
い
た
る
経
緯

第
二
章
　
保
育
所
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
過
程
と
児
童
福
祉
法
上
の
位
置
づ
け

1
　
保
育
所
法
の
構
想
／
2
　
児
童
保
護
法
案
の
作
成
／
3
　「
児
童
保
護
」か
ら「
児
童
福
祉
」へ
／
4
　
児
童
福
祉
法
案
の
作
成

5
　
国
会
に
お
け
る
児
童
福
祉
法
案
の
審
議
／
6
　
児
童
福
祉
法
の
公
布
／
7
　
あ
る
べ
き
保
育
所
の
普
及
促
進
に
向
け
て

8
　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
る
保
育
所
対
象
児
の
限
定
／
9
　
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
保
育
所
の
位
置
づ
け

第
三
章
　
幼
稚
園
・
保
育
所
の
設
置
に
関
す
る
指
標

1
　
保
育
政
策
上
の
課
題
と
し
て
の「
適
正
配
置
」／
2
　
幼
稚
園
の
設
置
に
関
す
る
指
標
／
3
　
保
育
所
の
設
置
に
関
す
る
指
標

4
　
幼
稚
園・保
育
所
間
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

Ⅱ
　
幼
稚
園・保
育
所
を
め
ぐ
る
政
策
と
普
及
の
地
域
差

第
四
章
　
幼
稚
園
・
保
育
所
を
め
ぐ
る
施
策
と
全
国
の
普
及
状
況

1
　
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
幼
稚
園
と
保
育
所
の
普
及
／
2
　
高
度
成
長
下
の
社
会
と
女
性
／
3
　
保
育
所
の
入
所
措
置
基
準

4
　
第
一
次
幼
稚
園
教
育
振
興
計
画
／
5
　
保
育
所
づ
く
り
運
動
と
保
育
所
緊
急
整
備
五
カ
年
計
画
／
6
　
文
部
省・厚
生
省
両
局
長
共
同
通
知

7
　
中
教
審
答
申
と
中
児
審
意
見
具
申
／
8
　
第
二
次
保
育
所
緊
急
整
備
計
画
と
第
二
次
幼
稚
園
教
育
振
興
計
画

第
五
章
　
都
道
府
県
別
に
み
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及
の
地
域
差

1
　
都
道
府
県
別
の
就
園
率・在
籍
率
に
よ
る
比
較
／
2
　
行
政
管
理
庁
の
勧
告
／
3
　
都
道
府
県
別・年
齢
別
に
み
る
普
及
の
地
域
差

4
　
都
道
府
県
別
に
み
る
幼
稚
園・保
育
所
の
普
及
の
経
年
変
化

第
六
章
　
市
町
村
別
に
み
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及
の
地
域
差

1
　
全
国
調
査
の
結
果
に
お
け
る
市
町
村
単
位
の
普
及
状
況
／
2
　
市
町
村
別
に
み
る
幼
稚
園・保
育
所
の
普
及
状
況

Ⅲ
　
地
域
に
お
け
る
幼
稚
園・保
育
所
の
普
及

第
七
章
　
東
京
都
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及

《
1
新
宿
区
》

《
2
渋
谷
区
》

《
3
日
野
市
》

第
八
章
　
石
川
県
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及

《
1
七
尾
市
》

《
2
加
賀
市
》

《
3
河
北
郡
津
幡
町
》

終
　
章

参
考
文
献・資
料
一
覧

主
要
事
項
索
引
／
主
要
人
名
索
引

目次

著
者
紹
介

松
島
の
り
子
（
ま
つ
し
ま
・
の
り
こ
）

一
九
八
六
年
　
石
川
県
に
生
ま
れ
る

二
〇
〇
八
年
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒
業

二
〇
一
三
年
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

現
　
　
　
在
　
福
山
市
立
大
学
教
育
学
部
講
師

注文カード
帖合・貴店名

〈八木書店経由〉

注文数� 冊

「
保�

育
」の
戦
後
史�

―
―
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及
と
そ
の
地
域
差

定
価
：
六
、〇
〇
〇
円
＋
税

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
9
0
5
4
2
1
-
8
2
-
5

発
行 

六
花
出
版�

松
島
の
り
子 

著

お名前

お電話番号

注文　　　年　　　月　　　日


